
令和５年度

芦屋市自治会連合会総会

次 第 

１ 開 会

２ 市長・会長感謝状贈呈

３ 会 長 あ い さ つ

４ 来 賓 祝 辞

５ 議 長 選 出

６ 議 事

第１号議案 令和４年度 事業報告について 

第２号議案 令和４年度 会計報告について 

第３号議案 令和４年度 会計監査報告について 

第４号議案 令和５年度 役員（案）について 

第５号議案 令和５年度 基本方針(案)及び事業計画(案)について 

第６号議案 令和５年度 予算(案)について 

７ 閉 会
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令和５年度 町内自治組織功労者の表彰 
＜順不同・敬称略＞ 

１ 町内自治組織功労者 市長感謝状 受賞者 

德
とく

田
だ

 守
もり

正
まさ

〈山芦屋町自治会〉 

川越
かわごえ

 敏
とし

章
あき

〈山手町町内会〉 

福中
ふくなか

 正夫
ま さ お

〈松ノ内町会〉 

吉野
よ し の

 和昭
かずあき

〈六麓荘町町内会〉 

２ 芦屋市自治会連合会 会長感謝状 受賞者 

福井
ふ く い

 亜希子
あ き こ

〈東芦屋町自治会〉 ※副会長として活躍 

森本
もりもと

 加代子
か よ こ

〈船戸町自治会〉 ※環境部長として活躍 

三浦
み う ら

 昌彦
まさひこ

〈親王塚町会〉 ※部長として活躍 

横田
よ こ た

 清子
き よ こ

〈春日町自治会〉 ※会計として活躍 

瀬川
せ が わ

 保子
や す こ

〈若宮町自治会〉 ※会計監査として活躍 

下林
しもばやし

 秀昭
ひであき

〈大桝町自治会〉 ※副会長として活躍 

長瀬
な が せ

 義和
よしかず

〈津知町自治会〉 ※副会長として活躍 

大塚
おおつか

 進
のぶ

康
やす

〈浜芦屋町自治会〉 ※美化・防災活動において貢献 

西原
にしはら

 恵美子
え み こ

〈松浜町自治会〉 ※美化活動に貢献 

平尾
ひ ら お

 由美
ゆ み

〈若葉町七番自治会〉 ※会計として活躍 

矢野
や の

 純子
じゅんこ

〈若葉町七番自治会〉 ※会計として活躍 

３ 兵庫県自治賞 受賞候補者 

松岡
まつおか

 孝
たかし

〈公光町自治会〉 

森
もり

  伴
とも

隆
たか

〈東南会〉 
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＜第 1 号議案＞ 

令和４年度 芦屋市自治会連合会 事業報告 
(令和４年４月１日～令和５年３月３１日) 

１．会議の開催 

【芦屋市自治会連合会の会議】 

(１) 役員会 

第１回 7 月 14 日(木) ① まちづくり懇談会の日程検討 

② ブロックの活性化について 

第２回 9 月 06 日(火) ① 今後の行事予定の検討 

② 選考委員会委員推薦の件 

第３回 10 月 04 日(火) ① まちづくり懇談会の経過報告及び検討 

② 研修会の検討 

第４回 10 月 25日(火) ① まちづくり懇談会の議題について 

第５回 01 月 27 日(金) ① 研修会について 

② 次回（R5年度）まちづくり懇談会のテーマについて 

第６回 03 月 19 日(日) ① 研修会の反省 

② 次回（R5年度）まちづくり懇談会のテーマについて 

(２)理事会 

第１回 1 4 月 21 日(木) ① 令和３年度芦屋市自治会連合会決算(案)の報告について 

② 次期自治会連合会会長の選出について 

第２回 06 月 06 日(月) ① 令和４年度芦屋市自治会連合会総会議案書(案)について 

  ② 総会終了後の記念講演について 

第３回 07 月 26 日(火) ① 令和４年度まちづくり懇談会について 

② ブロックの活性化について 

第４回 10 月 25 日(火) ① まちづくり懇談会の議題について 

第５回 12 月 09 日(金) ① まちづくり懇談会の反省について 

② 研修会について 

第６回 02 月 02 日(木) ① 研修会について 

② 次回(R5 年度)まちづくり懇談会のテーマについて 

第７回 03 月 19 日(日) ① 次回(R5 年度)まちづくり懇談会のテーマについて 

(３)分科会 

実績なし 

(４)その他 

■5月 31 日（火） 会計監査 

内  容：令和３年度会計（収入・支出）の監査 

■6月 06 日（月） 顕彰委員会 

内  容：(1)芦屋市長感謝状 候補者選考 

(2)芦屋市自治会連合会会長感謝状 候補者選考 

(3)兵庫県自治賞 候補者選考 
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■7月 01 日（金） 総 会 （役員改選） 

内  容：(1)令和３年度事業報告について

(2)令和３年度会計報告について 

(3)令和３年度会計監査報告について 

(4)令和４年度役員(案)について 

(5)令和４年度基本方針(案)及び事業計画(案)について 

(6)令和４年度予算(案)について 

■11 月 10 日（木）   まちづくり懇談会 

場 所：市民センター401 室 

           参加者：39 人 

内 容：芦屋市自治会連合会ホームページをご覧下さい。 

■3月 19 日（日）   他団体との交流研修会 

場 所：リードあしや 

           参加者：27 人 

内 容：民生児童委員協議会幹事との交流会 

２．令和４年度 芦屋市自治会連合会 協賛事業報告 
実績なし 

３．令和４年度事業計画に基づく事業報告 

１. 組織の活性化 

（ア）ブロック会の活性化 

（イ）理事会の活性化 

（ウ）組織づくりの支援・手法の検討

（エ）ホームページの内容検討 

２. 自治会活動の支援 

（ア）自治会育成事業補助の実施 

（イ）ブロック会事業補助の実施 

３. まちづくり懇談会 

（ア）より効果的な会の開催手法を検討 

４. 附属機関等委員会委員を公募 

（ア）市の政策企画推進に広く自治会連合会から適任者を推薦 

５. 心ふれあうまちづくり 

（ア）子育て世代支援、青少年の健全育成に協力 

（イ）高齢者対策の推進に協力 

（ウ）地域福祉の育成に協力 

（エ）芦屋さくらまつり協賛 

６. 安全なまちづくり 

（ア）交通安全運動に協賛 

（イ）防犯、防災会議、行事に協働 
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７. 他団体と連携 

（ア）兵庫県阪神南県民センターと連携 

（イ）芦屋市生活安全推進連絡会に参画 

（ウ）民生委員・児童委員との交流 

８. 地域貢献者の表彰 

（ア）自治会連合会感謝状の贈呈 

（イ）自治賞（知事名）の推薦 
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＜第 ２ 号議案＞

令和４年度 会計報告 
（令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 

［収入の部］ (単位 円)

費  目 予算額 決算額 摘      要 

会  費 243,000 246,000 ＠3,000 円×82 組織 

運営補助金 395,000 395,000
芦屋市補助金 

(自治会連合会運営補助) 

雑 収 入 200 12 預金利息 

繰 入 金 0 0

繰 越 金 1,324,157 1,324,157 前年度繰越金 

合 計 1,962,357 1,965,169
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[支出の部] (単位 円)

費 目 予算額 決算額 摘      要 

総 会 費 120,000 99,330 議案書印刷等 

会 議 費 200,000 197,390
役員会、理事会、ブロック会助成金 

まちづくり懇談会等 

分科会運営費 30,000 0

顕 彰 費 50,000 31,133 会長感謝状額縁、会長感謝状記念品等 

研修活動費 150,000 36,768
商工会新年互礼会会費， 

自治連×民生委員交流会 

広 報 費 180,000 69,795
自治連ホームページドメイン及び 

レンタルサーバー更新代 

消 耗 品 費 30,000 3,295 名刺用紙代 

印 刷 費 30,000 125 育成事業ハガキ印刷代 

事 務 費 10,000 1,210 振込手数料 

通 信 費 180,000   89,900 郵便料 

分 担 金 30,000 20,000 芦屋さくらまつり協賛金 

予 備 費 952,357 0

合 計 1,962,357 548,946

【次年度繰越額】収入決算額－支出決算額 1,965,169 円－548,946 円＝ 1,416,223 円 
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令和４年度 自治会育成事業 特別会計報告 
（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

［収入の部］   (単位 円)

費 目 
令和４年度 令和４年度 

摘      要 
予算額 決算額

交 付 金 340,000 172,000

自治会育成事業補助 

＠4,000 円×2回×16団体 

＠4,000 円×1回×11団体 

合 計 340,000 172,000

［支出の部］   (単位 円)

費 目 
令和４年度 令和４年度 

摘      要 
予算額 決算額

交 付 金 340,000 172,000

自治会育成事業補助 

＠4,000 円×2回×16団体 

＠4,000 円×1回×11団体 

合 計 340,000 172,000



- 9 - 

令和４年度 自治連事業積立 特別会計報告 
(令和４年４月１日～令和５年３月３１日)

［収入の部］   (単位 円)

費 目 
令和４年度 令和４年度 

摘      要 
予算額 決算額 

繰 入 金 1,488,938 1,488,938

積 立 金 0 0

利 息 50 27 預金利息 

繰 越 金 0 0

合 計 1,488,988 1,488,965

［支出の部］   （単位 円）

費 目 
令和４年度 令和４年度 

摘      要 
予算額 決算額 

繰 出 金 0 0

繰 越 金 1,488,988 1,488,965 次年度へ繰り越し 

合 計 1,488,988 1,488,965
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＜第 ３ 号議案＞

令和４年度 会計監査報告 

 令和４年度芦屋市自治会連合会の一般会計及び特別会計の収支につき、会計帳簿及び関係書

類を精査した結果、いずれも適正に処理されていることを認めます。 

 令和５年５月２５日 

監 査  

監 査  
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＜第 ４ 号議案＞ 

令和５年度 役員（案）
（任期：令和４年度総会承認後から２年間） 

□令和５年度 役員名簿 

[会  長]  天 井 裕 一  (月若町内会） 

[副 会 長]  吉 野 哲 夫  (津知町自治会） 

[副 会 長]  足 立 裕 一  (若葉町七番自治会） 

[書記・会計]  法 兼 茂 子  (宮塚町自治会） 

[監  査]  伊 丹 秀 幸  (翠ヶ丘町自治会） 

[監  査]  石 戸   正  (打出町自治会） 

[幹  事]  公     募  （若干名） 

[理  事] 

ブロック 氏  名 組 織 名 

１ブロック 
天 井 裕 一 

樋 口 勝 紀 

月若町内会 

西山町自治会 

２Ａブロック アカヴィアロイ 奥池町自治会 

２Ｂブロック 竹 内 安 幸 東山町自治会 

２Ｃブロック 未     定 未     定 

４ブロック 
橋 本 明 美 

伊 丹 秀 幸 

朝日ヶ丘町自治会 

翠ヶ丘町自治会 

５ブロック 
塩 田 良 治 

石 戸   正 

春日町自治会 

打出町自治会 

６Ａブロック 
髙 橋 洋 一 

法 兼 茂 子 

業平町自治会 

宮塚町自治会 

６Ｂブロック 
田 中   隆 

吉 野 哲 夫 

川西町自治会 

津知町自治会 

７ブロック 
藤 山   文 

尾 縣 和 彦 

浜芦屋町自治会 

呉川町町内会 

８ブロック 段 谷 泰 孝 西蔵町自治会 

９Ａブロック 
大 永 順 一 

未     定 

高浜公社住民自治会 

未     定 

９Ｂブロック 
足 立 裕 一 

香 川 清 和 

若葉町七番自治会 

潮見町南地区自治会 

１０ブロック 
谷 川 洋 平 

浅 田 信 二 

南浜町１街区自治会 

芦屋海岸通自治会 
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＜第 ５ 号議案＞

令和５年度 基本方針（案） 

芦屋市自治会連合会は、令和５年度が設立５０周年を迎える記念の年に

当たります。この５０年間、社会の環境が大きく変化し、近年にいたって

は、自治会の存在そのものについての必要性が問われ、加入者が伸び悩む

など、自治会活動に携われている方の苦労は年を追うごとに大きくなって

おります。しかしながら、どれだけ環境が変わろうとも、同じ地域に住む

者同士が協力することで、住みよいまちが形成されることに繋がっていく

という本質に変わりはないと考えております。 

芦屋市自治会連合会は、次の５０年に向けて、自治会・町内会が地域コ

ミュニティの核であるという認識のもと、一人でも多くの方に自治会にご

参加・ご協力いただくことに努め、住みよいまちづくりを目指してまいり

ます。 

その第一歩として令和４年度より取り組んでまいりました、市内１３地

域のブロック活動の促進による、近隣自治会・町内会の交流機会の創出を

引き続き進めます。 

さらに、芦屋市自治会連合会５０周年事業として「加入促進」「参加のき

っかけづくり」「これまでの活動への感謝」という３つの視点に基づく事業

を展開してまいります。 

一つ目の視点である「加入促進」については、各自治会において加入者

数を増やす努力をされていることへの支援として、自治会への勧誘活動等

に活用していただく自治会に関するパンフレットを新たに作成し、あわせ

て市内への転入者に配布します。 

二つ目の視点である「参加のきっかけづくり」は、これまでの自治会育

成事業補助金に、令和５年度は、対象事業に対し、１自治会について年２

回を上限に、補助金を増額して交付する仕組みを設けます。これを機に各

自治会で行われているまつりや、懇親会等のイベントが新たに企画される

こと期待しております。 

三つ目の視点である「これまでの活動への感謝」は、自治会長歴が１５

年を超えた方を対象に、５０周年記念特別感謝状を贈呈いたします。 

芦屋市自治会連合会は同じ地域に住む者同士、互いに協力しあえる関係

構築に努め、災害等、非常時での「共助」の体制づくりを目指すとともに、

地域活動の促進に努め、将来に渡り芦屋が住み良いまちとしてあり続ける

ための礎を築いてまいります。 
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令和５年度 事業計画（案）

１ 組織の活性化 

(1) ブロック会の活性化 

(2) 理事会の活性化 

(3) 組織づくりの支援・手法の検討 

２ 自治会活動の支援 

(1) 自治会育成事業補助の実施 

(2) ブロック会事業補助の実施 

３ まちづくり懇談会 

(1) テーマに沿った会の開催（テーマ「教育における地域との協働」を予定） 

４ 附属機関等委員会委員を公募

(1) 市の政策企画推進に広く自治会連合会から適任者を推薦 

５ 心ふれあうまちづくり 

(1) 子育て世代支援、青少年の健全育成に協力 

(2) 高齢者対策の推進に協力 

(3) 地域福祉の育成に協力 

(4) 芦屋さくらまつり協賛 

６ 安全なまちづくり 

(1) 交通安全運動に協賛 

(2) 防犯、防災会議、行事に協働 

７ 他団体と連携 

(1) 兵庫県阪神南県民センターと連携 

(2) 芦屋市生活安全推進連絡会に参画 

(3) 芦屋市内活動団体との交流 

８ 地域貢献者の表彰 

(1) 自治会連合会感謝状の贈呈 

(2) 自治賞（知事名）の推薦

９ ５０周年記念事業の実施 

（1） 自治会への加入促進支援

（2） 自治会活動への参加のきっかけづくり

（3） 長期会長経験者への特別感謝状の贈呈
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＜第 ６ 号議案＞ 

令和５年度 予算（案）
(令和５年４月１日～令和６年３月３１日)

［収入の部］   (単位 円)

費   目 
令和５年度 令和４年度 

摘      要 
予算額 決算額 

会 費 246,000 246,000 ＠3,000 円×82 組織 

運営補助金 395,000 395,000
芦屋市補助金 

(自治会連合会運営補助) 

雑 収 入 200 12 預金利息等 

繰 入 金 0 0

繰 越 金 1,416,223 1,324,157

合 計 2,057,423 1,965,169
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［支出の部］    (単位 円)

費 目 
令和５年度 令和４年度 

摘      要 
予算額 決算額 

総 会 費 180,000 99,330 議案書印刷等 

会 議 費 250,000 197,390
理事会、役員会、ブロック会 

まちづくり懇談会等 

分科会運営費 30,000 0 分科会印刷代 

顕 彰 費 50,000 31,133 会長感謝状、記念品等 

研修活動費 150,000 36,768 研修会 

広 報 費 80,000 69,795 ホームページ維持管理費等 

消耗品費 30,000 3,295 事務用品等 

印 刷 費 30,000 125 会議資料等 

事 務 費 10,000 1,210 振込手数料等 

通 信 費 180,000 89,900 自治連会員への郵便料等 

分 担 金 20,000 20,000 芦屋さくらまつり協賛金 

積 立 金 800,000 0 事業積立特別会計へ積立 

予 備 費 247,423 0

合 計 2,057,423 548,946
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令和５年度 自治会育成事業 特別会計 予算（案） 
(令和５年４月１日～令和６年３月３１日)

［収入の部］   (単位 円)

費 目 
令和５年度 令和４年度 

摘      要 
予算額 決算額 

交 付 金 340,000 172,000
自治会育成事業補助 

＠1回 4,000 円 

合 計 340,000 172,000

［支出の部］   (単位 円)

費 目 
令和５年度 令和４年度 

摘      要 
予算額 決算額 

交 付 金 340,000 172,000
自治会育成事業補助 

＠1回 4,000 円 

合 計 340,000 172,000
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令和５年度 自治連事業積立 特別会計 予算（案） 
(令和５年４月１日～令和６年３月３１日)

［収入の部］   (単位 円)

費 目 
令和５年度 令和４年度 

摘      要 
予算額 決算額 

繰 入 金 1,488,965 1,488,938

積 立 金 800,000 0 一般会計から事業積立特別会計への積立 

利 息 50 27 預金利息 

繰 越 金 0 0

合 計 2,289,015 1,488,965

［支出の部］   （単位 円）

費 目 
令和５年度 令和４年度 

摘      要 
予算額 決算額 

繰 出 金 0 0

記念事業費 1,800,000 0

50 周年事業費 

〇自治会加入促進費 

（加入促進パンレットの作成） 

〇自治会育成事業奨励費 

（85 件×6,000 円※自治会育成事業補助金への

上乗せ交付分） 

〇50 周年記念特別感謝記念品 

（5,000 円×10 名※在任 15 年以上） 

〇50 周年記念総会参加記念品等 

〇50 周年記念行事 

繰 越 金 489,015 1,488,965 次年度へ繰り越し 

合 計 2,289,015 1,488,965
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芦屋市自治会連合会規約

（名称及び所在） 

第１条 本会は市内に住居また事務所を有する者が結成する自治会、町内会、管理組合等で

構成し、芦屋市自治会連合会（以下「自治連」という。）と称し、事務所を芦屋市業平

町６番１９号におく。 

（組 織） 

第２条 本会は、市内各地区の町内自治組織（以下「組織」という。）をもって構成する。 

２ 近隣の組織はブロック会を設け連携して活動を活性化する。 

 （町内自治組織） 

第３条 この組織は近隣共助の精神に基づき、市民が日常生活上で繋がりを持つ一定の町内

に居住、または事務所を有する者で構成される。 

２ この組織は同一区域1組織とし、重複した複数の組織の届出は受理しない。 

３ 組織の会員は同時に自治連会員の資格を持つ。組織の会員をもって自治連会員とする。 

 （目 的） 

第４条 本会は、市民の連帯意識の育成・各地区の環境整備及び改善・福祉の増進及び各組

織相互の連絡並びに振興を図ることを目的とする。 

２ 会員の要請を受け、行政に陳情し市民によるまちづくりを担う。 

 （事 業） 

第５条 本会は、前条の目的を達成するため、つぎの事業を行う。 

(1) 組織の育成と向上発展 

(2) ブロック会及び専門委員会の行う事業及び事務の連絡調整 

(3) 市及び関係機関との連絡並びに意見の交換 

(4) その他、目的達成に必要な事項 

(5) 会員の総意を行政と議会に届け３者が協働して安全・安心で明るく健康的なまちづく

りを進める。 

２ 本会は特定の思想、信条、政党、宗教等に偏らない市民団体であり、行政、議会と協調、

協働して芦屋のまちづくりを進める。 

 （役 員） 

第６条 本会に、次の役員をおく。 

  会 長 １名、 副会長 ３名以内、 理 事 ブロック会代表、 会 計 １名、 

 書 記 １名、 監 査 ２名、 幹 事 若干名（会員公募）、 １日役員 随時  

第７条 役員の選出方法及び任期は次のとおりとする。 

(1) 理事は、各ブロックから２名以内を選出し、総会において承認する。 

(2) 会長は理事の中から選出し、総会において承認を得る。 

(3) 会長の選出は、自薦他薦を問わず立候補者から理事会多数決により選出し、総会で承

認を得る。立候補者は、理念方針書を添え立候補届を会長の改選を行う年の３月１日

から３月３１日までの期間に事務局に提出する。

会長は市が関係する他の団体会長との兼任は認めない。 

(4) 副会長・会計・書記は、会長が委嘱する。 

(5) 監査は、理事会の議を経て会長がこれを委嘱する。 

(6) 幹事若干名を公募により選出し理事会の議を経て承認を得る。 

(7) 会員は、一日役員届を事務局に提出し定例役員会に出席できる。 

(8) 役員の任期は２年（幹事は現役員の任期まで）とし、再任はさまたげない。理事に欠

員が生じた場合は、ブロック会の推薦により適宜補充することができる。 

ただし、欠員補充者の在任期間は、前任者の残任期間とする。 

なお、任期満了後といえども、後任者が就任するまでその職務を行うものとする。 

第８条 役員の任務は、次のとおりとする。 
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(1) 会長は、本会を代表し、会務を総理する。 

(2) 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を筆頭副会長が代行する。 

(3) 理事は、理事会を構成する。 

(4) 会計は、会の会計を行う。 

(5) 書記は、会議議事録を作成する。 

(6) 監査は、会の会計を監査する。 

(7) 幹事は本会運営に参画する。 

（顧問） 

第９条 本会は顧問をおくことができる。 

２ 顧問は、理事会の議を経て会長がこれを委嘱する。 

３ 顧問は、本会の会議に出席し、意見を述べることができる。 

 （会 議） 

第10条 本会の会議は、通常総会、臨時総会、理事会並び定例役員会とし、会長が招集する。 

第11条 通常総会は、年１回とする。ただし、会長が必要と認めたとき、又は、組織の３分 

  の１以上の要請があったときは、臨時総会を招集することができる。 

２ 総会は、本会の最高機関であって、自治会連合会会員をもって構成する。 

３ 総会は、次の事項について議決する。 

(1) 毎年度収支予算並びに決算に関すること 

(2) 会則の改正並びに役員の選出に関すること 

(3) 事業報告並びに事業計画に関すること 

(4) その他本会の運営に関し、重要な事項 

４ 総会の議長は、会長がこれにあたる。 

５ 総会の議案は、出席者の過半数の同意をもって決し、可否同数の時は、議長が採決する。 

第12条 理事会は、重要な会務の企画及び執行にあたり、会長が必要に応じて招集する。 

  ただし、理事の過半数の要請があるときは、会長はこれを招集しなければならない。 

２ 理事会の議長は、会長がこれにあたり、議事は出席者の過半数で決する。可否同数のと 

  きは、会長が採決する。 

第13条 定例役員会は、会長、副会長、書記、会計、監査、幹事及び１日役員で構成し、会

長が必要に応じて召集する。 

２ 定例役員会は、自治連の運営等の企画及び執行に関して協議・調整する。 

 （専門委員会） 

第14条 本会の目的達成のため特別な活動を行う必要があるときは、専門委員会、分科会を

設けることができる。 

２ 専門委員会及び分科会の設置、廃止、構成員並びに運営については、その都度理事会の

議を経て会長が決める。 

３ 行政等の依頼による委嘱委員の推薦は、公募による適任者選出とする。なお、原則とし

て委員の兼任は認めない。ただし、指名依頼はこの限りではない。 

（経 理） 

第15条 本会の経費は、会費、補助金及び寄付金をもってこれにあてる。 

２ 会費は、各組織（年額）３、０００円とし、一般会計収入とし運営費に充当する。ただ

し、特別事業等を行う場合は、理事会の承認を得て臨時徴収を行うことができる。 

３ 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌３月３１日に終わる。 

第16条 この規約に関し必要な細則は、理事会の議を経てこれを設ける。 

  付 則 

 この会則は、昭和４８年 ７月 ９日から実施する。    

昭和５０年 ７月 ９日改正 

昭和５１年 ７月１８日改正 

昭和５３年 ５月１７日改正 
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昭和５４年 ７月 ９日改正 

昭和５７年 ６月 ４日改正 

昭和６２年 ５月２５日改正 

平成 ２年 ６月１１日改正 

平成 ５年 ６月 ７日改正 

平成 ７年１２月１８日改正 

平成１２年 ７月 ５日改正 

平成１４年 ７月１２日改正 

平成１５年 ７月１８日改正 

平成１６年 ７月１２日改正 

平成２３年 ６月２７日改正 

平成２７年 ６月２７日改正 

平成３０年 ６月２５日改正 

令和 元年 ６月２８日改正 

令和 ３年 ７月３１日改正 
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芦屋市自治会連合会内規

 （趣 旨） 

第１条 この内規は、芦屋市自治会連合会規約各条項に定められた事項にもとづき、必要な 

  事項及びブロック会の運営に必要な事項を定める。 

 （組 織） 

第２条 ブロック会は、一定の地域内にある町内自治組織（以下「組織」という。）をもっ 

て構成する。 

２ 別表１のとおり市内を１０ブロックに分け、それぞれにブロック会をおく。 

  ただし、ブロック会は会員の要請により理事会の承認を得て再編できる。 

第３条 ブロック会は、規約第４条の目的達成のため、次の事業を行う。 

(1) 組織の育成と向上発展  

(2) 組織の行う事業及び事務の連絡調整 

(3) 市及び関係機関との連絡並びに意見の交換 

(4) 各ブロック会相互間の連携 

(5) 会員の意見を集約した分科会のテーマを審議し理事会に送る。 

(6) その他、目的達成に必要な事項 

 （役 員） 

第４条 ブロック会には、次の役員をおく。 

  代表幹事 １名、幹事 若干名  

第５条 ブロック会の代表幹事及び幹事は、自治連の理事に就任する。 

２ 理事会は理事が事務局に代理出席を連絡することで代理出席者に権限移譲できる。 

 （会 議） 

第６条 幹事会は、会務の企画及び執行にあたる。 

 （経 理） 

第７条 ブロック会の経費は、自治連が一部を助成する。 

第８条 この内規に定めなき事項に関しては、規約を準用するものとする。 

  付 則 

 この内規は、昭和４８年 ７月 ９日から実施する。 

昭和５２年 ８月１１日改正 

昭和５８年 ５月１６日改正 

平成 ２年 ６月１１日改正 

平成１１年 ７月１２日改正 

平成３０年 ６月２５日改正 
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令和５年度 芦屋市自治会連合会 ブロック会一覧表（令和５年７月１日現在）

ブロック 町内自治組織 ブロック 町内自治組織 

1 

 西山町自治会 

7 

 平田町自治会 

 山芦屋町自治会  浜芦屋町自治会 

 三条町自治会  松浜町自治会 

 三条町いぬい会  松浜ハイツ管理組合 

 月若町内会  竹園町自治会 

 西芦屋町町内会  呉川町町内会 

 三条南町自治会  伊勢町自治会 

2Ａ 
 奥池町自治会 

8 

 西蔵町自治会 

 芦屋ハイランド自治会  浜町自治会 

2Ｂ 

朝日プラザ芦屋山手１番館自治会  南宮町自治会 

 東山町自治会  東南会 

 山手町町内会 

9Ａ 

 浜風(３)住宅団地管理組合 

 東芦屋町自治会  浜風四住宅管理組合 

2Ｃ 

 松ノ内町会  浜風第五住宅管理組合 

 船戸町自治会  浜風町１街区自治会 

 大原町自治会  浜風南自治会 

 ラポルテ東館住宅自治会  アステム芦屋Ｃ棟管理組合 

4 

 六麓荘町町内会  アステム芦屋Ｄ棟自治会 

 朝日ヶ丘町自治会  高浜２番自治会 

 岩園町自治会  芦屋高浜松韻の街自治会 

 翠ヶ丘町自治会  高浜公社住民自治会 

 親王塚町会  高浜町八街区自治会 

 楠町自治会  芦屋浜第一住宅自治会 

5 

 春日町自治会 高浜町１番住宅自治会 

 打出小槌町自治会  新浜住宅管理組合 

 若宮町自治会 

9Ｂ 

 アステム芦屋ＡＢ棟管理組合 

 打出町自治会  若葉町公社住宅自治会 

6Ａ 

 業平町自治会  芦屋浜第二住宅管理組合 

 公光町自治会  若葉町七番自治会 

 茶屋之町自治会  緑(１)住宅管理組合 

 大桝町自治会  芦屋緑(２)住宅管理組合 

 宮塚町自治会  緑(４)住宅管理組合 

 精道町自治会  緑町西地区自治会 

 宮川町自治会  潮見町南地区自治会 

6Ｂ 

 清水町自治会 

10 

 市営南芦屋浜団地自治会 

 前田町自治会 エスリード芦屋陽光町管理組合 

 津知町自治会  陽光町６番自治会

 川西町自治会  海洋町１街区自治会 

 平田北町自治会  南浜町１街区自治会 

 南浜町２街区自治会 

 芦屋海岸通自治会 

マリナージュ芦屋管理組合

 涼風町自治会 

合計 82 団体 




